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第 1問解答欄 

1)  
 

2) x軸（  , 0） y軸（0,   ）
3) Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 

第 1問 
 2400 円でコーヒーと麦茶を買ってくるように頼まれ
た。コーヒーが 1 リットル 160 円、麦茶が 1 リットル
120円のとき、以下の問に答えなさい。 
1) コーヒーの購入量を x、麦茶の購入量を yとして予算
制約式を書きなさい。（5点） 

2) このときの x 軸（横軸）・y 軸（縦軸）との交点の座
標を書きなさい。（各 5点・計 10点） 

3) 下の（x、y）は購入可能か。可能ならば○、不可能ならば×を記しなさい。（各 2点・計 10点） 
Ⅰ．（12, 5）  Ⅱ．（ 5, 12）  Ⅲ．（ 8, 8）  Ⅳ．（14, 1）  Ⅴ．（ 9, 8） 
第 2問 
 右図は、阪神タイガース債の販売状況から作成した

需要曲線である。この図を参考に、以下の問いに答え

なさい。 
1) 供給量を 5枚にすると、均衡における支払い点数は
およそ何点になるか。（各 3点・計 9点） 

2) 供給量を 15 枚にすると、均衡における支払い点数
はおよそ何点になるか。（各 2点・計 6点) 

3) 需要曲線のシフトによる需要の変化を説明する文
章として適切でないものを 1 つだけ選びなさい。
（10点） 
①阪神タイガースが予想よりも強かったために 
 需要量が増加した。 
②供給量の変化により均衡価格が低下したため需要量が増加した。 
③読売ジャイアンツの順位が急激に低下したため需要量が増加した。 
④試合の消化とともに順位の予想に関して不確実性が少なくなり需要量が増加した。 
⑤期末試験が難しいことがわかり、阪神タイガース債に賭ける人が増えたために需要量が増加した。 
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第 2問解答欄 
1) 2) 3) 
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第 3問 
 空欄に適切な語を選択肢から 1つだけ選び、番号を記入しなさい。（各 5点・計 25点） 
 経済学の重要な考察対象は、人々の（A）である。このとき、資源の（B）が前提となる。社会
の様々な資源に（B）があるからこそ、人々の（A）が問題となる。経済学の基本的な前提におい
ては、（C）と利潤を最大化する企業が（D）として行動し、完全競争市場が成立する。この際に
重要な役割を果たすのが（E）である。（E）の下では、各経済主体に適切なインセンティブが与え
られ、経済は効率的な状態に導かれる。 
（選択肢）①価格メカニズム ②合理的消費者 ③機会費用  ④意思決定  ⑤因果関係 
    ⑥トレードオフ ⑦希少性   ⑧機会集合   ⑨需要と供給 ⑩プライステイカー 
 

1) 価格 取引量 

消費者価格 

取引量 2) 

生産者価格 

消費者負担 
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3) 
生産者負担 

第 4問 
 Sを供給、Dを需要、Pを価格として、ある財市場の供給曲線が「P=20+2S」、
需要曲線が「P=110−D」で表せるものとする。このとき、以下の設問に答え
なさい。 
1) 均衡における価格と取引量を計算しなさい。（各 3点・計 6点） 
2) この市場に T で表される消費税が課され、供給曲線が「P=20+2S+T」に変
わったとする。新しい均衡における消費者価格と取引量、及び生産者価格

を計算しなさい。（各 3点・計 9点） 
3) 消費税 T のうち消費者の負担分と生産者の負担分を計算しなさい。（各 5
点・10点） 
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